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プログラム



◎は優秀発表賞エントリー演者



9:00～9:05	開会挨拶　　　　　　　　　　　　　              大会長：藤川理沙子 (九州大)

 

9:05～10:50	海外研究者のシンポジウム　　　　座長：渡辺拓也（福岡大）・藤川理沙子 (九州大)

S-1   人との出会いがすべてを変える

早川和秀 (Massachusetts General Hospital, Assistant Professor of Radiology)

S-2   メンタリングに助けられる研究人生と蛇でヘビィな研究生活

樋口聖（Columbia University, Associate Research Scientist）



10:50～11:00　休憩



11:00～12:30     一般演題1:シナプス/疼痛　 座長：桂林秀太郎（福岡大）・川村将仁 (東京慈恵会医科大)

1-1　前帯状回シナプス伝達におけるTRPA1の修飾作用

◎川端遼1,2、矢尾育子1、荒田晶子3、古賀浩平2

1関西学院大学　理工学部　生命医化学科、2兵庫医科大学　生理学神経生理部門

3兵庫医科大学　生理学生体機能部門



1-2　急性ストレスによる脳内環境変化の解析

◎清家 碧夏1,2，鳥山 道則1，矢尾 育子1，古賀 浩平2

1関西学院大学 理工学研究科、2兵庫医科大学 神経生理部門

1-3　オートファジー機能低下を伴うASDモデルマウスの電気生理学的解析

◎大野 萌馨　若月 修二　荒木 敏之

国立精神・神経医療研究センター 神経研究所 疾病第五部　/ 東京農工大学 工学府 生命工学専攻



1-4　選択的δオピオイド受容体作動薬KNT-127のマウス抗うつ様作用機序の解明

◎吉岡寿倫1、山田大輔1、飯尾啓太2、長瀬博2、斎藤顕宜1

1東京理科大学薬学部　薬理学研究室

2筑波大学国際統合睡眠医科学研究機構　創薬化学研究室



1-5　口腔内慢性疼痛におけるデュロキセチンの効果と血小板セロトニントランスポーターの発現との関連

◎中村真理子1、吉見　陽1, 2、毛利彰宏3、徳倉達也2、木村宏之2、岸辰一2、宮内倫也2、岩本邦弘2、伊藤幹子4、佐藤曾士5、尾崎紀夫2、鍋島俊隆6、野田幸裕1, 2

1名城大学大学院薬学研究科 病態解析学Ⅰ、2名古屋大学大学院医学系研究科 精神医学分野

3藤田医科大学医療科学部 臨床検査学科 レギュラトリーサイエンス

4愛知学院大学歯学部 顎口腔外科学講座、5愛知学院大学歯学部 麻酔学講座

6藤田医科大学大学院保健学研究科 レギュラトリーサイエンス部門

1-6　ミロガバリンは脊髄後角の2-1を介してパクリタキセル誘発機械的アロディニアを抑制する

◎山田　果琳1, 2、澤幡　雅仁2、久米　利明2、歌　大介2

1富山大学大学院　医薬薬学教育部、2富山大学　学術研究部薬学・和漢系　応用薬理学研究室



1-7　アルコール依存症治療薬ジスルフィラムによるマウス鎮痛効果の検討

◎松浦航太1,3、寺島裕也3、坂田壮太1,3、藤塚亮次1,3山田大輔1、牧野 宏章2、高橋 秀依2、松島鋼治3、斎藤顕宜1

1東京理科大学 薬学部 薬学科 薬理学研究室、2東京理科大学 薬学部 薬化学研究室、3東京理科大学 生命医学   

研究所3



12:30～13:30	昼食



13:30～15:00	一般演題2: グリア細胞　　座長：齋藤秀俊（国際医療福祉大学）・笠原 由佳 (九州大学)

2-1　多発性硬化症モデルマウスの運動機能におけるミクログリアの寄与

〇山本梓司、岩佐健介、春田力、丸山敬、吉川圭介

埼玉医科大学　医学部　薬理学



2-2　食事性肥満原因遺伝子GPR120が神経炎症、海馬発達に及ぼす影響

〇岩佐健介1、山本梓司1、春田力1、平澤明2、丸山敬1、吉川圭介1

1埼玉医科大学　医学部　薬理学

2京都大学大学院薬学研究科 京都大学薬学部薬理ゲノミクス ゲノム創薬科学



[bookmark: _Hlk88582409][bookmark: _Hlk88543917]2-3　胎生期の母体免疫活性化によるインドールアミン2,3-ジオキシゲナーゼ1の発現上昇は出生仔の行動異常に関与する

◎山岸　周平、毛利　彰宏1, 3、國澤　和生2、窪田　悠力1、長谷川　眞也1、

倉橋　仁美１、山本　康子2、齋藤　邦明2, 3、鍋島　俊隆2, 3 

1藤田医科大学・大学院保健学研究科・レギュラトリーサイエンス分野

2藤田医科大学・大学院保健学研究科・先進診断システム開発分野

3藤田医科大学・大学院保健学研究科・先進診断システム探索部門、4NPO法人医薬品適正使用推進機構



2-4　幼若期の社会的隔離ストレスは大腸杯細胞を減少させ、行動異常を誘発する

◎田辺 萌夏１、國澤 和生1、齋藤 いまり1、小菅 愛加1、河合 智貴1、窪田 悠力１、齋藤 邦明2,4、鍋島 俊隆

3,4、毛利 彰宏1,4

1藤田医科大学・大学院保健学研究科・レギュラトリーサイエンス分野

2藤田医科大学・大学院保健学研究科・先進診断システム開発分野

3藤田医科大学・大学院保健学研究科・先進診断システム探索部門、4 NPO法人医薬品適正使用推進機構



2-5　ストレプトゾトシン脳室内投与による孤発性アルツハイマー病モデルマウスの行動学的・組織学的検討

◎正井加織,中山裕太, 宮崎育子，浅沼幹人

岡山大学大学院・医歯薬学総合研究科・脳神経機構学

2-6　疼痛時の正中隆起における脂肪酸結合蛋白(FABP)の発現変化

◎橘　男, 中本　賀寿夫, 徳山　尚吾

神戸学院大学　薬学部　臨床薬学研究室



2-7　マウス多発性硬化症モデル重症度に対するオリゴデンドロサイト前駆細胞の寄与

◎大橋 佳奈, 松尾 凪紗, 永安 一樹, 白川 久志, 金子 周司

京都大学大学院薬学研究科生体機能解析学分野



15:00～15：10　休憩

15:10～15：16:30	一般演題３　ストレス/運動　　　座長：島添隆雄 (九州大)・渡辺拓也 (福岡大)

3-1　社会的敗北ストレスに対するレジリエンスにセグメント細菌の腸内制御が関連する

◎河合 智貴1、國澤 和生1、小菅 愛加1、鏡味 明莉1、田辺 萌夏１、齋藤 邦明2,4、鍋島 俊隆3,4、毛利 彰宏1,4

1藤田医科大学・大学院保健学研究科・レギュラトリーサイエンス分野

2藤田医科大学・大学院保健学研究科・先進診断システム開発分野

3藤田医科大学・大学院保健学研究科・先進診断システム探索部門

4 NPO法人医薬品適正使用推進機構

3-2　うつ病の分子メカニズム解明へ向けた背側縫線核セロトニン神経特異的な網羅的遺伝子発現変動解析◎安藤千紘1、萩原雅子1、西谷直也2、永安一樹1、白川久志1、金子周司1                                                   1京都大・院薬・生体機能解析、 2金沢大・院薬・薬理



3-3　若年期マウスの拘束ストレス負荷による行動の変化

◎西島宏紀1、中村優介1、古川恵2、東方優大1、日塔武彰1、出雲信夫1

横浜薬科大学　1薬物治療学研究室　2薬学教育センター



3-4　運動は分子シャペロンが含有されたエクソソームを血中へ分泌する

◎武田 明子1,2、武内 敏秀1,2、永井 義隆1,2

1大阪大・院・医・神経難病、2近畿大・医・神内



3-5　5アミノレブリン酸慢性飲水による疲労モデルマウスの抗疲労効果の検証

◎大森 千夏1、山田 大輔1、岡野 功太郎1、隈本 瑛子1、吉澤 一巳2、斎藤 顕宜1

1東京理科大学薬学部 薬理学研究室、2東京理科大学薬学部 疾患薬理学教室



3-6　卵巣摘出マウスの自発運動量低下に対するラクトフェリンの治療効果

◎奈良優希1、岸麻友1、横江美咲1、青木亮憲1、長嶋大地2,3、古川恵2、出雲信夫1,3

横浜薬科大学　1薬物治療学研究室　2薬学教育センター　3総合健康メディカル研究センター



16:30～16：40	休憩



16:40～17：50	一般演題4: 発達/学習/痒み　座長：吉川圭介 (埼玉医科大)・あともうお一人

4-1　ゼブラフィッシュの発達におけるコイリングの役割について

◎古川怜於奈1、谷本昌志2、小野富三3、東島眞一2、荒田晶子1

1兵庫医科大学　生理学・生体機能部門、2国立自然科学研究機構 生理学研究所；ExCELLs

3大阪医科大学 医学部 生命科学講座 生理学教室



4-2　記憶・学習に関連する結節乳頭核ヒスタミン神経細胞の活動

◎髙村侑希1,西村京華1,人羅（今村）菜津子1,2,南雅文1,野村洋1,3

1北海道大学大学院薬学研究院薬理学研究室, 2熊本大学大学院生命科学研究部, 

3名古屋市立大学大学院医学研究科認知機能病態学寄附講座



4-3　加齢に伴う脳機能障害と生物学的基盤の探索

◎山田留衣１、永井裕崇１、沼知里１、堀川伊和１、永井碧１、川島祐介２、古屋敷智之１

１神戸大学医学研究科薬理学分野、２かずさDNA研究所





4-4　バーンズ迷路試験を用いたスコポラミン投与による記憶障害に対するドネペジルの効果

◎石山優奈1、藤村礼1、水上乃愛1、古川恵2、速水耕介1,3、出雲信夫3,4

横浜薬科大学1機能性物質学研究室2薬学教育センター3総合健康メディカル研究センター4薬物治療学研究室



4-5　アトピー性皮膚炎モデルマウスに対するミロガバリンの有効性及び作用機序の解明

◎松田康佑1), 澤幡雅仁2), 久米利明2), 歌大介2)

1富山大学医学薬学教育部応用薬理学研究室、2富山大学学術研究部薬学・和漢系 応用薬理学研究室



フラッシュトーク1  メラノーマ細胞における脂肪酸合成酵素の機能解析

〇山岸　杏1,2、岩佐健介2、山本梓司1,2、丸山　敬2、吉川圭介2

1埼玉医科大学　保健医療学部　臨床検査学科　、2埼玉医科大学　医学部　薬理学教室



フラッシュトーク2  味覚障害モデル動物をさがせ！

〇佐藤 元

明海大学歯学部薬理学分野



17:50～18：05	休憩



18:05～19：00	特別講演　　　　　　　　　　　座長：藤川理沙子 (九州大)

SL-1　その日話したいことを話します

池谷裕二

東京大学・大学院薬学系研究科・教授



19:00～19：05	閉会挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次回大会長





世話人会

12:40～13：30	コラボステーションⅠ・1F共同セミナー室にて行います。



懇親会

19:15～20：45	コラボステーションⅡ・1Fコミュニティラウンジにて開催します。
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1-7　アルコール依存症治療薬ジスルフィラムによるマウス鎮痛効果の検討

◎松浦航太1,3、寺島裕也3、坂田壮太1,3、藤塚亮次1,3山田大輔1、牧野 宏章2、高橋 秀依2、松島鋼治3、斎藤顕宜1

1東京理科大学 薬学部 薬学科 薬理学研究室、2東京理科大学 薬学部 薬化学研究室、3東京理科大学 生命医学   

研究所3



12:30～13:30	昼食



13:30～15:00	一般演題2:グリア細胞　　座長：齋藤秀俊（国際医療福祉大学）・笠原 由佳 (九州大学)

2-1　多発性硬化症モデルマウスの運動機能におけるミクログリアの寄与

〇山本梓司、岩佐健介、春田力、丸山敬、吉川圭介

埼玉医科大学　医学部　薬理学



2-2　食事性肥満原因遺伝子GPR120が神経炎症、海馬発達に及ぼす影響

〇岩佐健介1、山本梓司1、春田力1、平澤明2、丸山敬1、吉川圭介1

1埼玉医科大学　医学部　薬理学

2京都大学大学院薬学研究科 京都大学薬学部薬理ゲノミクス ゲノム創薬科学



[bookmark: _Hlk88582409][bookmark: _Hlk88543917]2-3　胎生期の母体免疫活性化によるインドールアミン2,3-ジオキシゲナーゼ1の発現上昇は出生仔の行動異常に関与する

◎山岸　周平、毛利　彰宏1, 3、國澤　和生2、窪田　悠力1、長谷川　眞也1、

倉橋　仁美１、山本　康子2、齋藤　邦明2, 3、鍋島　俊隆2, 3 

1藤田医科大学・大学院保健学研究科・レギュラトリーサイエンス分野

2藤田医科大学・大学院保健学研究科・先進診断システム開発分野

3藤田医科大学・大学院保健学研究科・先進診断システム探索部門、4NPO法人医薬品適正使用推進機構



2-4　幼若期の社会的隔離ストレスは大腸杯細胞を減少させ、行動異常を誘発する

◎田辺 萌夏１、國澤 和生1、齋藤 いまり1、小菅 愛加1、河合 智貴1、窪田 悠力１、齋藤 邦明2,4、鍋島 俊隆

3,4、毛利 彰宏1,4

1藤田医科大学・大学院保健学研究科・レギュラトリーサイエンス分野

2藤田医科大学・大学院保健学研究科・先進診断システム開発分野

3藤田医科大学・大学院保健学研究科・先進診断システム探索部門、4 NPO法人医薬品適正使用推進機構



2-5　ストレプトゾトシン脳室内投与による孤発性アルツハイマー病モデルマウスの行動学的・組織学的検討

◎正井加織,中山裕太, 宮崎育子，浅沼幹人

岡山大学大学院・医歯薬学総合研究科・脳神経機構学

2-6　疼痛時の正中隆起における脂肪酸結合蛋白(FABP)の発現変化

◎橘　男, 中本　賀寿夫, 徳山　尚吾

神戸学院大学　薬学部　臨床薬学研究室



2-7　マウス多発性硬化症モデル重症度に対するオリゴデンドロサイト前駆細胞の寄与

◎大橋 佳奈, 松尾 凪紗, 永安 一樹, 白川 久志, 金子 周司

京都大学大学院薬学研究科生体機能解析学分野



15:00～15:10　休憩

15:10～15：16:30	一般演題３　ストレス/運動　　　座長：島添隆雄 (九州大)・渡辺拓也 (福岡大)

3-1　社会的敗北ストレスに対するレジリエンスにセグメント細菌の腸内制御が関連する

◎河合 智貴1、國澤 和生1、小菅 愛加1、鏡味 明莉1、田辺 萌夏１、齋藤 邦明2,4、鍋島 俊隆3,4、毛利 彰宏1,4

1藤田医科大学・大学院保健学研究科・レギュラトリーサイエンス分野

2藤田医科大学・大学院保健学研究科・先進診断システム開発分野

3藤田医科大学・大学院保健学研究科・先進診断システム探索部門

4 NPO法人医薬品適正使用推進機構

3-2　うつ病の分子メカニズム解明へ向けた背側縫線核セロトニン神経特異的な網羅的遺伝子発現変動解析◎安藤千紘1、萩原雅子1、西谷直也2、永安一樹1、白川久志1、金子周司1                                                   1京都大・院薬・生体機能解析、 2金沢大・院薬・薬理



3-3　若年期マウスの拘束ストレス負荷による行動の変化

◎西島宏紀1、中村優介1、古川恵2、東方優大1、日塔武彰1、出雲信夫1

横浜薬科大学　1薬物治療学研究室　2薬学教育センター



3-4　運動は分子シャペロンが含有されたエクソソームを血中へ分泌する

◎武田 明子1,2、武内 敏秀1,2、永井 義隆1,2

1大阪大・院・医・神経難病、2近畿大・医・神内



3-5　5アミノレブリン酸慢性飲水による疲労モデルマウスの抗疲労効果の検証

◎大森 千夏1、山田 大輔1、岡野 功太郎1、隈本 瑛子1、吉澤 一巳2、斎藤 顕宜1

1東京理科大学薬学部 薬理学研究室、2東京理科大学薬学部 疾患薬理学教室



3-6　卵巣摘出マウスの自発運動量低下に対するラクトフェリンの治療効果

◎奈良優希1、岸麻友1、横江美咲1、青木亮憲1、長嶋大地2,3、古川恵2、出雲信夫1,3

横浜薬科大学　1薬物治療学研究室　2薬学教育センター　3総合健康メディカル研究センター



16:30～16：40	休憩



16:40～17：50	一般演題4: 発達/学習/痒み　座長：吉川圭介 (埼玉医科大)・あともうお一人

4-1　ゼブラフィッシュの発達におけるコイリングの役割について

◎古川怜於奈1、谷本昌志2、小野富三3、東島眞一2、荒田晶子1

1兵庫医科大学　生理学・生体機能部門、2国立自然科学研究機構 生理学研究所；ExCELLs

3大阪医科大学 医学部 生命科学講座 生理学教室



4-2　記憶・学習に関連する結節乳頭核ヒスタミン神経細胞の活動

◎髙村侑希1,西村京華1,人羅（今村）菜津子1,2,南雅文1,野村洋1,3

1北海道大学大学院薬学研究院薬理学研究室, 2熊本大学大学院生命科学研究部, 

3名古屋市立大学大学院医学研究科認知機能病態学寄附講座



4-3　加齢に伴う脳機能障害と生物学的基盤の探索

◎山田留衣１、永井裕崇１、沼知里１、堀川伊和１、永井碧１、川島祐介２、古屋敷智之１

１神戸大学医学研究科薬理学分野、２かずさDNA研究所





4-4　バーンズ迷路試験を用いたスコポラミン投与による記憶障害に対するドネペジルの効果

◎石山優奈1、藤村礼1、水上乃愛1、古川恵2、速水耕介1,3、出雲信夫3,4

横浜薬科大学1機能性物質学研究室2薬学教育センター3総合健康メディカル研究センター4薬物治療学研究室



4-5　アトピー性皮膚炎モデルマウスに対するミロガバリンの有効性及び作用機序の解明

◎松田康佑1), 澤幡雅仁2), 久米利明2), 歌大介2)

1富山大学医学薬学教育部応用薬理学研究室、2富山大学学術研究部薬学・和漢系 応用薬理学研究室



フラッシュトーク1  メラノーマ細胞における脂肪酸合成酵素の機能解析

〇山岸　杏1,2、岩佐健介2、山本梓司1,2、丸山　敬2、吉川圭介2

1埼玉医科大学　保健医療学部　臨床検査学科　、2埼玉医科大学　医学部　薬理学教室



フラッシュトーク2  味覚障害モデル動物をさがせ！

〇佐藤 元

明海大学歯学部薬理学分野



17:50～18：05	休憩



18:05～19：00	特別講演　　　　　　　　　　　座長：藤川理沙子 (九州大)

SL-1　その日話したいことを話します

池谷裕二

東京大学・大学院薬学系研究科・教授



19:00～19：05	閉会挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次回大会長





世話人会

12:40～13：30	コラボステーションⅠ・1F共同セミナー室にて行います。



懇親会

19:15～20：45	コラボステーションⅡ・1Fコミュニティラウンジにて開催します。
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15:10～16:30	一般演題4:発達/学習/痒み　　座長：吉川圭介 (埼玉医科大)・島添隆雄 (九州大)

3-1　社会的敗北ストレスに対するレジリエンスにセグメント細菌の腸内制御が関連する

◎河合 智貴1、國澤 和生1、小菅 愛加1、鏡味 明莉1、田辺 萌夏１、齋藤 邦明2,4、鍋島 俊隆3,4、毛利 彰宏1,4

1藤田医科大学・大学院保健学研究科・レギュラトリーサイエンス分野

2藤田医科大学・大学院保健学研究科・先進診断システム開発分野

3藤田医科大学・大学院保健学研究科・先進診断システム探索部門

4 NPO法人医薬品適正使用推進機構

3-2　うつ病の分子メカニズム解明へ向けた背側縫線核セロトニン神経特異的な網羅的遺伝子発現変動解析◎安藤千紘1、萩原雅子1、西谷直也2、永安一樹1、白川久志1、金子周司1                                                   1京都大・院薬・生体機能解析、 2金沢大・院薬・薬理



3-3　若年期マウスの拘束ストレス負荷による行動の変化

◎西島宏紀1、中村優介1、古川恵2、東方優大1、日塔武彰1、出雲信夫1

横浜薬科大学　1薬物治療学研究室　2薬学教育センター



3-4　運動は分子シャペロンが含有されたエクソソームを血中へ分泌する

◎武田 明子1,2、武内 敏秀1,2、永井 義隆1,2

1大阪大・院・医・神経難病、2近畿大・医・神内



3-5　5アミノレブリン酸慢性飲水による疲労モデルマウスの抗疲労効果の検証

◎大森 千夏1、山田 大輔1、岡野 功太郎1、隈本 瑛子1、吉澤 一巳2、斎藤 顕宜1

1東京理科大学薬学部 薬理学研究室、2東京理科大学薬学部 疾患薬理学教室



3-6　卵巣摘出マウスの自発運動量低下に対するラクトフェリンの治療効果

◎奈良優希1、岸麻友1、横江美咲1、青木亮憲1、長嶋大地2,3、古川恵2、出雲信夫1,3

横浜薬科大学　1薬物治療学研究室　2薬学教育センター　3総合健康メディカル研究センター



16:30～16:40	休憩



16:40～17:50	一般演題4: 発達/学習/痒み　座長：宮崎育子 (岡山大)・渡辺拓也 (福岡大)

4-1　ゼブラフィッシュの発達におけるコイリングの役割について

◎古川怜於奈1、谷本昌志2、小野富三3、東島眞一2、荒田晶子1

1兵庫医科大学　生理学・生体機能部門、2国立自然科学研究機構 生理学研究所；ExCELLs

3大阪医科大学 医学部 生命科学講座 生理学教室



4-2　記憶・学習に関連する結節乳頭核ヒスタミン神経細胞の活動

◎髙村侑希1,西村京華1,人羅（今村）菜津子1,2,南雅文1,野村洋1,3

1北海道大学大学院薬学研究院薬理学研究室, 2熊本大学大学院生命科学研究部, 

3名古屋市立大学大学院医学研究科認知機能病態学寄附講座



4-3　加齢に伴う脳機能障害と生物学的基盤の探索

◎山田留衣１、永井裕崇１、沼知里１、堀川伊和１、永井碧１、川島祐介２、古屋敷智之１

１神戸大学医学研究科薬理学分野、２かずさDNA研究所





4-4　バーンズ迷路試験を用いたスコポラミン投与による記憶障害に対するドネペジルの効果

◎石山優奈1、藤村礼1、水上乃愛1、古川恵2、速水耕介1,3、出雲信夫3,4

横浜薬科大学1機能性物質学研究室2薬学教育センター3総合健康メディカル研究センター4薬物治療学研究室



4-5　アトピー性皮膚炎モデルマウスに対するミロガバリンの有効性及び作用機序の解明

◎松田康佑1), 澤幡雅仁2), 久米利明2), 歌大介2)

1富山大学医学薬学教育部応用薬理学研究室、2富山大学学術研究部薬学・和漢系 応用薬理学研究室



フラッシュトーク1  メラノーマ細胞における脂肪酸合成酵素の機能解析

〇山岸　杏1,2、岩佐健介2、山本梓司1,2、丸山　敬2、吉川圭介2

1埼玉医科大学　保健医療学部　臨床検査学科　、2埼玉医科大学　医学部　薬理学教室



フラッシュトーク2  味覚障害モデル動物をさがせ！

〇佐藤 元

明海大学歯学部薬理学分野



17:50～18：05	休憩



18:05～19：00	特別講演　　　　　　　　　　　座長：藤川理沙子 (九州大)

SL-1　その日話したいことを話します

池谷裕二

東京大学・大学院薬学系研究科・教授



19:00～19：05	閉会挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次回大会長





世話人会

12:40～13：30	コラボステーションⅠ・1F共同セミナー室にて行います。



懇親会

19:15～20：45	コラボステーションⅡ・1Fコミュニティラウンジにて開催します。
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4-4　バーンズ迷路試験を用いたスコポラミン投与による記憶障害に対するドネペジルの効果

◎石山優奈1、藤村礼1、水上乃愛1、古川恵2、速水耕介1,3、出雲信夫3,4

横浜薬科大学1機能性物質学研究室2薬学教育センター3総合健康メディカル研究センター4薬物治療学研究室



4-5　アトピー性皮膚炎モデルマウスに対するミロガバリンの有効性及び作用機序の解明

◎松田康佑1), 澤幡雅仁2), 久米利明2), 歌大介2)

1富山大学医学薬学教育部応用薬理学研究室、2富山大学学術研究部薬学・和漢系 応用薬理学研究室



フラッシュトーク1  メラノーマ細胞における脂肪酸合成酵素の機能解析

〇山岸　杏1,2、岩佐健介2、山本梓司1,2、丸山　敬2、吉川圭介2

1埼玉医科大学　保健医療学部　臨床検査学科　、2埼玉医科大学　医学部　薬理学教室



フラッシュトーク2  味覚障害モデル動物をさがせ！

〇佐藤 元

明海大学歯学部薬理学分野



17:50～18:05	休憩



18:05～19:00	特別講演　　　　　　　　　　　座長：藤川理沙子 (九州大)

SL-1　その日話したいことを話します

池谷裕二

東京大学・大学院薬学系研究科・教授



19:00～19:05	閉会挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次回大会長





世話人会

12:40～13:30	コラボステーションⅠ・1F共同セミナー室にて行います。



情報交換会

19:15～20:45	コラボステーションⅡ・1Fコミュニティラウンジにて開催予定です。
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